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《つばめ組》８日 スイートポテト作り  

１０月に収穫したさつまいもを、甘くなるよう天気の良い日に外で干し、スイ

ートポテト作りの日を楽しみにしていた子どもたち。当日、スイートポテトの生

地を部屋に持っていくと、「いい匂い～、このまま食べたいな～」と、うっとりし

た表情を浮かべていました。しかし、いざ成形を始めると、手際よくどんどん形

を作っていき、あっという間に１２０個のスイートポテトを完成させました。 

ラップを使い、小さなさつまいもを作るイメージで形

を整えました。「自分が掘ったさつまいを思い出して、同

じような形にしてね」と声をかけると、細長いもの、ま

ん丸のもの、曲がりくねったもの、いろいろな形が出来

ました。 

《ひよこ組》９日 白菜ちぎり  

もぐもぐだより１１月 

 仕上げに乗せた黒ゴマが下に落ちてしまわないよう

に、さつまいもにぎゅっと押し付けました。黒ゴマたっ

ぷり栄養満点スイートポテトにしている子もいました。 

 家に持ち帰ったさつまいもをどうやって食

べたか聞いてみると、「天ぷら」「大学いも」「さ

つまいもご飯」など、おいしそうな料理がどん

どん出てきました。また、保育園ではこの他に

みそ汁に入れたり、素揚げしてカレーに乗せた

り、自分たちで収穫したさつまいもを様々な形

で味わいました。さつまいもで『食欲の秋』を

満喫できたかな？ 

これから冬にかけて給食でも多く使われ

る白菜を、ひよこ組がちぎりました。まず、

白菜１玉をそのまま持ってみると、今まで触

ったことのない感触にびっくり！なかなか

触れない子もいましたが、自分の顔より大き

な白菜を一生懸命抱えて、体全体で白菜の重

みを感じました。 

 緑色のやわらかい部分は、簡単にちぎること

ができましたが、白い部分は硬くてなかなか小

さくすることができず、引っ張ったり、押した

り、折ったり、それぞれがいろいろな方法で小

さくしようとがんばる姿が見えました。 

 最後、ちぎった白菜をひとつ残らずボール

に集めてくれました。ひよこ組がちぎった白

菜は、八宝菜に入れてみんなのもとへ。えび

やお肉など様々な具が入っている中で、この

日は色々な形の白菜が主役となっていまし

た。旬の野菜を食べて、寒い冬を元気に過ご

しましょう！ 


